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中
村 
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
気
象
庁
が
富
士
山
山
頂
で
通
年
観
測
を
始
め

た
１
９
３
２
年
か
ら
80
年
目
の
年
で
し
た
。
長
い
伝
統
を

受
け
継
ぎ
、
先
人
達
の
ご
苦
労
の
詰
ま
っ
た
富
士
山
測
候

所
を
活
用
し
て
わ
が
国
の
学
術
研
究
に
貢
献
で
き
て
い
る

こ
と
は
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
誇
り
で
あ
り
、
関
係
す
る
全
て
の

方
々
が
そ
の
こ
と
を
胸
に
全
力
投
球
を
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
特
に
昨
年
の
年
頭
所
感
で
記
し
た
よ
う
に
、

当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
き
わ
め
て
難
し
い
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。
畠
山
理
事
長
を
始
め
、
関
係
す
る
皆
さ
ん
が
こ
れ
に

正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
の
に
は
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。 

夏
季
の
観
測
研
究
者
は
16
グ
ル
ー
プ
３
６
６
人
に
及

び
着
実
に
研
究
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
研
究
環
境
の

整
備
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
更
に
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
将
来
の
発

展
を
期
す
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
中
に
将
来
計
画
検
討
委
員
会

を
設
置
し
将
来
計
画
の
検
討
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
現
下
の
厳
し
い
経
済
状
勢
の
下
で
す
か
ら
財
政
的
に

は
き
わ
め
て
苦
し
い
状
況
に
あ
り
、
な
か
な
か
将
来
の
展

望
も
開
け
な
い
の
も
事
実
で
す
。
し
か
し
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
こ

れ
ま
で
の
６
年
間
を
顧
み
れ
ば
苦
境
の
連
続
で
あ
り
、
そ

れ
を
何
と
か
乗
り
越
え
て
実
績
を
あ
げ
て
き
た
自
負
が

あ
り
ま
す
。
昨
年
で
第
２
期
の
契
約
期
間
が
終
わ
り
本

年
７
月
か
ら
第
３
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
第
３

期
も
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
い
く
つ
も
り

で
す
。 

し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
ご
支
援
下
さ
る
皆
さ
ま
の
お

力
が
無
け
れ
ば
前
へ
進
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
幸
い
寄

附
者
に
対
す
る
税
制
優
遇
措
置
が
認
め
ら
れ
る
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
資
格
取
得
が
可
能
な
状
況
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
り
、
皆
さ
ま
に
協
力
し
て
頂
き
や

す
い
環
境
を
作
っ
て
い
く
積
り
で
す
。
ど
う
か
一
層
の
ご

支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。 

富
士
山
は
何
と
い
っ
て
も
日
本
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
そ
の

富
士
の
恵
み
が
日
本
の
学
術
研
究
の
発
展
を
も
た
ら
す

と
す
れ
ば
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
私
達
は
、

日
本
の
シ
ン
ボ
ル
を
学
術
研
究
の
発
展
に
結
び
つ
け
る
橋

渡
し
役
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
役
目
に
誇
り
と

責
任
を
も
っ
て
、
こ
の
２
０
１
３
年
、
皆
で
懸
命
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。 

 

富士山測候所を研究と教育の拠点に…富士山測候所を活用する会のスローガン

である。毎年多数の研究者が山頂で実施している夏期観測などの研究に加えて、

教育面での測候所の活用はこれまでも山頂での学校講座があったが、子供たち

は体力的な問題もあり参加するのは難しかった。８月４日、気象実験クラブが 

3776㍍の山頂から気象実験をする様子を横浜市内の会場へライブ中継、地上の

子供たちと雲の上の実験室にいる大学生たちとの対話が実現した。未来を担う

子供たちが、富士山測候所、ひいては科学への興味関心を持つきっかけにとの

ねらいはまずは成功。富士山測候所の新たな活用の道がひらけたといえよう。 

富士山南東麓、標高1300㍍に位置する太郎坊は かつて富士山測候所への登山拠点であった。山頂への交替はここに泊り、翌早朝に山頂へ向け

出発したという。富士山測候所を利用する研究者は現在もここを登山基地としているが、ここはまた富士山を自由対流圏にそびえる大きな観測

タワーとして利用するための貴重な観測拠点でもある。 早稲田大学は様々な測器を設置し、通年で雲水の採取などの観測を行なっている。 

東京理科大学は昨年に引き続き、定点集中観測を行った。３時間ごとにゴム気球でＧＰＳゾンデを飛ばし、上空の風、気圧、気温、湿度の気象

観測を行うほか、日中は係留気球により富士山周辺の大気鉛直構造を調べる。エアロゾル粒子の生成過程や輸送過程の解明が期待されている。 

写真左から、桐山(東京理科大)、菊地(東北大)、上田、長岡、羽賀(東京理科大)、三浦(東京理科大・
准教授)、三木(東京理科大)、大崎(山梨大)、小林(山梨大・准教授)の各氏 
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雲をつかんで、微粒子の変化を調べる 
富士山頂から徒歩観測し、時間的・空間的に起こる自然現象の理解に結びつける 

 

上田 紗也子（東京理科大学） 

 

 

夏季日中の富士山頂は、雲よりも上であることが多く、下方を眺

めると雲海が広がることが多い。その雲海はしばしば富士山斜面に

かかっており、山道を下っていくと、たちまち霧に覆われ視界は奪

われる。山頂から見下ろす雲海はまさに絶景であるが、筆者の研究

にとっては、雲の中に入れる環境こそが何より期待する状況であり、

最もわくわくする瞬間でもある。 

 

筆者の所属する研究グループでは、2005 年度から富士山麓の太

郎坊、2006 年度から富士山頂において、大気エアロゾル粒子に関

する観測を行ってきた。大気エアロゾル粒子とは、大気中に浮遊す

る液体や固体の微粒子である。例えば、車から排出される黒煙粒子

や、大陸由来の黄砂、波しぶきで大気に飛散する海塩などもその一

種である。大気中には多様なサイズ・種類を持つエアロゾル粒子が

様々な濃度で存在しており、その性状や動態の把握に関する研究は、

健康影響や大気汚染に加え、日射の散乱・吸収や雲形成を通じた地

球環境・気候への影響といった観点で行われている。 

当研究グループでは、富士山を観測拠点とし、エアロゾル粒子の

生成・変質過程や輸送、雲との相互関係に関する研究を行ってきた。

富士山頂は、高い孤立峰でかつローカルな汚染の影響を受けにくい

点で、バックグラウンド大気や長距離輸送気塊に関する観測や、大

気の鉛直構造に関する研究に適した場所である。富士山頂から麓の

太郎坊（標高 1300 ㍍）まで、いくらかの測器を担いで３～５時間

程度で下山が可能であり、簡易な測定であれば徒歩での観測を実施

することもできる。2011年度、2012年度は、富士山頂と麓での定

点集中観測に伴い、雲の形成を通じたエアロゾル粒子の変質過程に

ついてより直接的な調査を行うため、山頂からの下山の際に徒歩観

測を実施した。 

筆者らは、雲過程前後の気塊を捉えるため、ポータブルのエアロ

ゾル粒子濃度測定器とサンプラーをリュックに詰めて、富士山登山

道沿いでの観測を行った。富士山下山道・御殿場ルートにおいて、

雲の上部、中、下部に位置するポイントに 20 分程度留まりながら

測定と試料採取を行い、山頂から御殿場新五合目、または太郎坊ま

で下った。このような観測を、昨年は４回、今年は５回実施した。

そのうちの１回は、雷鳴により途中で断念したが、残りの８回は雲

の内外で鉛直方向に複数地点での観測を行うことができた。試料中

の粒子の組成分析からは、多くの粒子が変質した海塩粒子であるこ

とがわかり、高度別での組成比較から、海塩粒子の変質状況が雲の

上下で異なることを示す結果を得られた。 

 

 

 

 

 

大気の鉛直観測といえば、航空機などによる大規模観測での報告

が多い。一方、富士山では、測器や時間的・空間的な制限があるも

のの、徒歩による安価で小規模な人員体制（最少２名）の、フレキ

シブルといえる鉛直観測が可能であった。まだ研究駆け出し段階の

筆者にとっては、まさに“雲をつかむような話”であった雲の鉛直

観測を富士山での徒歩観測により実現することができた。もちろん、

このような体を張った研究成果は、数例の事例解析に過ぎないが、

富士山の場合、山頂や麓で得られる連続的な観測データとの付け合

わせも可能である。こうして得られる富士山での成果を、時間的・

空間的に起こる自然現象の理解に確実に結び付けられるよう、今後

も研究に励みたい。 

 

 

 

 

 

  

寄 稿 

七合八勺避難小屋（標高3240㍍）前で雲粒、雲内エアロゾルの採取をする東京理科大チーム（中央筆者/2012年7月21日撮影） 

電子顕微鏡により観察した

富士山山道で採取した試

料。試料中粒子の組成分析

からは、多くの粒子が変質

した海塩粒子であることが

わかる。 

七合八勺避難小屋（標高3240㍍）前で雲粒、雲内エアロゾルの採取をする東京理科大チーム（中央筆者/2012年7月21日撮影） 
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昨年度に引き続き、山頂の管理運営は三井物産環境基金による活動

助成金を中心に行っています。昨年は３．１１の地震津波に引き続く原

発事故によって、NPO 法人に属する研究者たちも少なからず影響を

受けました。また、２０１０年まで夏季山頂維持管理の中心となっていた

JAMSTECとの共同研究が昨年度で終了し、一時は夏の観測も実施

が危ぶまれましたが、本活動資金のおかげで続けることができ、研究

者のボランティア活動もあって夏季の観測を行いました。原発事故の

後も、日本の象徴的な場所でもある富士山頂が観測の場として維持

され続けたことは意義深いことと思われます。加えて、今年度は新し

い研究費の獲得もあり、昨年度以上の成果を上げることができました。

今年度の成果の主なものを以下に紹介させていただきます。 

 

53日間・延べ466名の夏期観測を無事故で管理 
５月に観測の具体的事項に関する打ち合わせの会議を行い、山頂管

理運営委員会による管理体制を確認しました。登山家７名を雇用し、７

月１３日から９月３日まで 53 日間の山頂管理を行いました。御殿場基

地はボランティアに加えて非常勤職員を雇用して、山頂および東京事

務局との連絡に当たりました。また、ロジスティックスの見直しや改善

を行い効率化がはかられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
インレットを新設し、研究環境を整備 
例年どおり研究/活用計画にそって１６件のテーマで研究活用の支援

を行うと同時に、３号庁舎に新しいインレットの取り付けを行いました。 

大気化学の研究者にとって空気の取り入れ口（インレット）は大変大

切な装置です。富士山測候所では２００４年以前に気象庁の好意によ

り作られたものを使っていましたが、利用希望者が増えたことや登山

家が集中しやすい 1 号庁舎以外の場所への設置が研究者の間で熱

望されていました。今年度は昨年度の見積りをもとに、本活動資金を

使って新しいインレットを３号庁舎に新設することができました。 

 具体的には７月３０日に大河内博・早稲田大教授立会いの下に、工

事業者が３号庁舎外側の工事を施工、７月３１日に小林拓・山梨大准教

授が室内分岐部の取り付けを行い、通気テストを経て試験観測を開

始しました。次年度夏期からの本格的な実運用に向けての準備が整

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
新たな担い手となる若い人たちが続々と研究成果 
昨年度と同様に、観測記録データO3、COの速報値およびライブカメ

ラの映像をホームページ（会員向け）に準リアルタイムで配信しまし

た。研究速報も研究活用利用の１４報が集まり、順次ホームページに

アップされています。 

研究成果の報告は研究者の属

する各学会で行われ、６月に登

山医学学術集会、８月に日本エ

アロゾル学会、日本電気設備

学会、９月に大気環境学会、大

気電気学会がそれぞれ開催さ

れ、富士山測候所を利用した研

究成果が多数発表されました。

特に、大気電気学会では、昨年

に引き続き、学生発表賞を受賞

したことは快挙です。これらは

富士山の観測が若い人たちに

よって担われていることを示し、

本活動助成の特筆すべき成果

です。この間の活動について

は様々なメディアでも取り上げ

られました。 

 

 

（富士山測候所を活用する会 畠山史郎） 

 

将来に向けて大気化学の研究環境を整備 

研究者待望の新インレット完成 
地球大気環境保全に向けた富士山測候所の戦略的活用計画： 

アジア高所大気化学観測拠点としての富士山測候所の再生 

＊三井物産環境基金平成22年度-25年度活動助成 

 

３号庁舎ダクトに取り付けが完了した新インレット（上）、工場で製作の様子（左下）、

３号庁舎内の室内分岐部（右下） 

9月：日本大気電気学会第86回研究発表会

で阪井陸真氏（東京学芸大）が学生発表賞を

受賞（上左から2人目）  11月：慶応義塾大

で開催された酸性雨研究シンポジウムでは

若手研究者が中心となって成果を発表（下） 

短期集中的に実施される夏期

観測では何よりも安全が優先さ
れる。今年は昨年並の延べ３６６

名が山頂の研究観測に参加し

たが、安全マニュアルを基本に
して山頂班、御殿場基地が緊密

な連携をとり無事故で山頂活動

を支援した（上） 
 

研究観測のために運搬する観

測機材、食料・飲料水等の物資
はひと夏で上荷が５㌧、下荷が

３.７㌧にも達する。特に、開所と

撤収の時期には荷物が集中す
るため、積み込みと積み下ろし

は関係グループの共同作業と

なる（下） 

助成事業-1                     三井物産環境基金 活動助成 
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１月 

第５回成果報告会・平成23年度第2回理事会 東

京大学小柴ホールで開催。108 名が参加。口頭/ポス

ター合わせ25件の発表で盛り上がる（29日)。 

２月 
三井環境基金助成団体交流会 仙台市で開催され

た交流会に兼保理事（産総研）が参加（2日)。 

富士山の日関連イベントに参加 静岡県では 2.23

は富士山の日。富士市で開催された「なんでも富士山」

に出展（18-19 日)、富士宮市で開催された記念講演

会で畠山理事長が講演（23 日)等により富士山の地

元との交流に努める。 

３月 
公募審査結果を発表 2012 年度の研究計画/活用

計画は、審査の結果1７件（研究1４件、活用３件)に決

定し、ＨＰで公開（21日)。 

 
４月 

所轄庁が内閣府から東京都に移管 改正ＮＰＯ法が

施行、所轄庁が内閣府から東京都に移管されたほか、

認定NPO法人の要件が大幅に緩和（1日)。 

５月 
平成24年度第1回理事会 前年度の決算の承認

と今年度の事業計画・予算を審議可決（1日)。 

第７回通常総会・平成24年度第２回理事会  

東京理科大学で第７回通常総会を開催。前年度の決

算の承認と今年度の事業計画・予算が承認された。

岩坂理事が「３０００㍍上空で見つかった納豆菌につ

いて思う：北東アジア域の大気監視・管理」と題して特

別講演（13日)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏期観測準備打合せ  夏期観測の開始を前に関

係者が集まり、開所・閉所の日程、御殿場基地の場

所などを決定（25日)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
６月 

送電線設備の事前点検 開所前に送電線を点検し、

電線に倒れかかった立木を伐採処理（7日)。 

「よみがえる富士山測候所 2005-2011」出版 

土器屋由紀子、佐々木一哉編著、NPO研究者ら48名

が執筆し成山堂書店より出版。官公庁・大学などを中

心に反響を呼び９月には再版を印刷（8日)。 

畠山理事長が日立環境財団「環境賞」を受賞 

環境保全に貢献する技術開発、実践活動などを対象

とした平成 24 年度日立環境財団環境賞で畠山理事

長が優良賞を受賞（8日)。 

Ｆacebookに参加 情報発信力強化の一環としてソ

ーシャルメディア facebookページを立ち上げ夏期観

測の日々の動きを伝える（8日)。  

マイカー規制確認証申請 登山シーズン中のマイ

カー規制に対応し、富士宮市と小山町に確認証を一

括申請。車を利用して登山する研究者は渋滞に巻き込

まれることがなくなり利便性が高まる（11日)。 

御殿場基地事務所を確保 夏期観測研究の登山基

地、無線ＬＡＮ設備のアンテナ基地として、御殿場市内

に昨年と同じ部屋(3DK)を短期借り上げ（15 日)。26

日から山頂班が入場し開所準備にあたり、開所（7 月

13日）以降は山頂班に入れ替わり管理人1名が常駐

し、研究者の支援などにあたる。 

 

第 32 回日本登山医学会で受賞 福岡市で開催さ

れた第 32 回日本登山医学会学術集会で笹子悠歩・

山本正嘉両氏（鹿屋体育大学）が富士山測候所での

研究で学会賞を受賞。(18日)。 

夏期観測プレス発表会 東京理科大で今年 6 回目

を迎える夏期観測2012の概要を発表（25日)。  

地元関係箇所にあいさつ回り 測候所開所に先立

ち、地元富士宮市内の警察署、消防署、市役所、浅間

大社などに挨拶回りをして協力を依頼（29日)。 

７月 
第９回山頂庁舎利用検討委員会 気象庁が次期(第

３期)山頂庁舎一部貸付公募にあたり、貸付方針を審

議するため開催し、NPOからも出席（6日)。 

寄附金で山頂班の雨具を新調 損保ジャパンちき

ゅうくらぶからの寄附金で傷みの著しい山頂班の雨

具に代えて5セットを購入（9日)。 

悪天候のため一日遅れで測候所開所 当初予定

の12日は強風雨の悪天候となったため、翌13日に

遅らせて上山、電源投入し測候所を開所（13 日)。大

河内グループ（早稲田大）が観測を開始  

８月24日まで、エアロゾル、ガス、雲水、雨水の観測を

行った。新たに開発した酸性ガス自動モニタを用いて、

山頂と太郎坊において１ヶ月以上にわたる酸性ガスの

連続自動観測を開始（14日)。 

気象測器を取り付け 今年は３号庁舎ダクトに設置。

測器の調整と気象データの取得・解析は永淵グルー

プ(滋賀県立大)に依頼（14日)。 

  

活動ドキュメント２０１２ 
富士山測候所を活用する会の一年の動きを追う 

開所に先立ち、富士宮市内の関係箇所に挨拶まわりをして協力を依頼（6月29日) 
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安本グループ（東京大学）雷電流測定を開始  

雷電流検出装置を設置し、山麓から電源・接地線に流

れる電流の計測を開始（15日) 

加藤グループ(首都大東京)がＣＯ、Ｏ３を測定 

観測データを無線ＬＡＮで会員ページに準リアルタイ

ム配信を開始（17日)。 

山頂のライブカメラ映像配信を開始 富士山頂か

らのライブ映像のインターネット配信を開始（20 日)。

ただし、通信状態はシーズンを通して不良。 

向井グループ(国環研)がＣＯ2濃度観測システムを

改良 雷を受け４月から故障していたＣＯ2 濃度の計

測機器、制御基板を交換、システムを改良して通年観

測を再開（24-26日)。 

野口グループ(鶴見大)が登山 山頂での酸化スト

レス上昇に対する口腔内装置と高濃度溶存酸素水の

効果研究で被験者10名と登山（27-29日)。  

庁舎屋根にスカイモニターを設置 初めて参加し

た坂本グループ(日本スペースガード協会)が 1 号庁

舎屋根にスカイモニターを取り付け、天体観測を開始

（30日)。 

３号庁舎にインレットを新設 懸案となっていたイン

レットの取り付け工事を大河内・早大教授立会の下で

施工。小林・山梨大准教授が室内分岐部を取り付け試

験、観測開始（30日-8/1日)。  

８月 
佐藤グループ(気象実験クラブ)の震災復興祈念ラ

イブ中継の直前に通信途絶 富士山頂と福島県い

わき市、横浜市の３か所で山頂の気象実験を同時中

継を準備するも、直前になって通信回線が途絶。通信

会社が同時間帯に富士山頂向けアンテナ工事を行っ

たことがわかる（4日)。 

アルパインツアーガイドによる見学会 7 月 24 日

に引き続き2回目となるツアーガイド付きの見学会に

15名が参加（6日)。 

浅野グループ(筑波大)が山頂で動脈系血行動態の

応答を測定 急性高山病の発症メカニズム解明の

ため、昨年に引き続き、動脈系血行動態の応答を

安静時・運動時について測定（10-13日)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古田グループ(立教新座中高)が山頂で理科実験 

小・中、高校の理科教材開発を想定した事前調査のた

め、山頂で各種理科の実験を実施（10-13日)。 

ヒラリーさんと面会 ７月にケンブリッジ大学 PhD

の学生から「８月に来日して富士山でスペースエレベ

ータ協会の実験に参加するので NPO の研究につい

て教えてもらいたい」というメール。実験を終え帰国

する前に、対応にあたった土器屋理事と東京で面会

（11日)。 

山頂が夜間12時間にわたり停電 15日夜21時

43 分に山頂が停電。翌朝 9 時55 分太郎坊にある１

号キューピクル送電線配電盤の遮断機を投入して回

復。配電盤にネズミが侵入して電気回路に接触し短絡

させたのが原因。この停電による支障時間は約12時

間に及び、山頂の観測機材も停止したためその後の

観測を断念したグループもでるなど、少なからぬ影響

があった (15-16日)。 

三浦グループ(東京理科大)が太郎坊で集中観測富

士山周辺の大気鉛直構造を調べるため太郎坊で昼

夜を通して３時間ごとの GPS ゾンデと日中の係留気

球により定点集中観測を実施。この期間中は御殿場

基地を仮眠・休憩などで利用（17-20日)。 

富士山学校・科学講座を開講 山頂での講座に横

浜市立大青教授ゼミの学生29名が受講。浅野理事、

皆巳・石川県立大准教授が講義を担当（18日)。 

会員見学会を実施 会員向けに今年から始めた測

候所見学会に中学生を含む３名が参加。前日に引き

続き、浅野理事、皆巳・石川県立大准教授が庁舎内を

案内（19日)。 

 

池田グループ(筑波大)が地中の温度センサーを回

収 山頂域に設置済みの地温および微気象観測シ

ステムをメンテナンスし観測を継続。観測初年度に落

雷により冬季のデータが欠落した 10ｍ深観測孔に関

しては 2 年度目にして約１年間分の永久凍土の地温

変動を示すデータを取得（23-27日)。 

大河内グループ(早稲田大)らが撤収 山頂で観測

を続けてきた早稲田大、東京理科大、首都大東京など

大気化学グループが荷下げ撤収（24日)。残りのグル

ープも31日までに全て撤収を終える。 

９月 
測候所の商用電源を遮断し閉所 (3日) 

御殿場基地事務所を閉所 (6日) 

三井物産環境基金助成団体交流会に参加 郡山

市で開催された三井環境基金助成団体交流会に鴨川

理事（東京学芸大）が参加（12日) 

日本大気電気学会研究発表会で学生発表賞受賞

東京学芸大学阪井陸真氏が日本大気電気学会第 86

回研究発表会で学生発表賞を受賞（14日) 

夏期観測反省会 今年の夏期観測の反省会を東京

理科大で開催。夏期観測関係者が出席（28日)。 

１０月 
第６回成果報告会準備 小林拓・山梨大准教授が大

会実行委員長に決定（23日)。公式サイトを立上げ、発

表論文のエントリー受付を開始（29日) 

１１月 
日化酸性雨問題研究会シンポジウム 慶應義塾大

で開催されたシンポジウムで富士山測候所での研究

内容の７件の発表（10日)。 

１２月 
第 14 回東京都市大学市民講座 東京都市大学で

開催された市民講座で土器屋理事が「富士山から見

た環境問題」と題して講義（1日) 

平成25年度の公募開始 研究計画・活用計画の公

募をＨＰで公示。2月1日に締切り、審査結果は3月中

に公表予定（3日)。 

AGU(アメリカ地球物理学連合)で発表 サンフラン

シスコで開催されたＡＧＵの秋季大会で三浦東京理

科大准教授が富士山を用いた研究を発表 

(3日-7日)。 

認定ＮＰＯ法人の申請手続き 東京都生活文化局に

認定NPO法人の仮認定の申請手続き（７日)。 

気象庁ＯＢらによる「富士山会」 富士山測候所開

所８０周年を記念して御殿場市内で開催された気象

庁OＢの集いに、上田紗也子氏(東京理科大)が招待さ

れて研究成果を発表（8日)。 

山頂庁舎の一部貸付公募に応募 第3 期となる庁

舎貸付公募に応募し企画提案書を提出(20日)。 

富士山観測2012 データ検討会 夏期観測に参加

した研究者・学生による発表会を東京理科大で開催

（22日)。 

山頂測候所内で行われた富士山学校科学講座には横浜市立大の学生一向29名が参加（8月18日) 

 

ラッシュアワーの富士山頂（８月14日朝５時撮影） 

 



芙蓉の新風Vol.7 
 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011年3月の福島第一原発事故による放射能物質の飛来は大

きな社会問題となりました。事故直後、さまざまな研究グループでシミ

ュレーション結果が公表され、後には複数点の地上観測データを組

み込んだものも発表されました。しかし、その後の航空機モニタリング

観測による放射性物質の地表沈着マップとシミュレーション結果は差

異が見られることから、シミュレーションの精度を高めるには多くの観

測データが必要といわれています。 

特に大気中を移流する粒子の計算では高度方向のデータが貴重

です。そこでNPO法人富士山測候所を活用する会に所属する研究

者たちは富士山の測定データはこれらの有用なデータのひとつにな

りうると考えました。原発事故以前より我々は、山頂や五合目などで放

射線、大気物質を夏季あるいは通年観測で行っていました。それゆえ、

事故前後のデータの比較により、放射線変動データが高々度につい

ても得られると考え、研究者たちがデータを持ち寄り、筆者が中心とな

って結果を取りまとめることになりました。 

そこで本研究では次のような測定データの入手および観測を行い

ました。まず、測候所内において雷雲から生じる高エネルギー放射線

の測定のために設置していた放射線検出器のデータを使いました。

次に、放医研保田グループは2011年7月9日複数の登山道を経由

して、山頂と五合目のガンマ線空間線量率とガンマ線エネルギース

ペクトルを測定しました。こちらの結果については、昨年度の「芙蓉の

新風」Vol.6 （2012年1月1日発行）に記載されています。 

また、2011年6月28日に

山頂班によって山頂の積雪を

深さごとの試料として採取し、

ゲルマニウム半導体検出器に

て国立環境研究所および若狭

湾エネルギー研究センターで

放射線検出を行いました。雪が

溶けたり凍ったりするこの時期

の雪は研究試料として好ましく

はありませんが、少しでも最善

をつくすという観点でこの計測

を行なっています。さらに早稲

田大学・大河内グループは富

士山太郎坊の雨水（霧水）を採

取し、放射性物質の検出を行

ないました。 

以上、我々の測定データを

取りまとめると、五合目では

原発事故起因の放射性物質

は確認され、3700m を越え

る山頂では放射線物質はバ

ックグランド以下で確認でき

ませんでした。これらの結果

はNPO法人富士山測候所を活用する会の数多くの研究グループが

協力して得られた結果であり、今後もこのような横断的かつ学際的研

究活動も行なっていく予定です。 

 

（東京学芸大学 鴨川 仁） 

 

 
NPO研究活動の集大成となる書籍の編纂 

よみがえる富士山測候所 2005-2011 
 

 
NPO法人に所属する研究者ら48名が

執筆したこの本は2012年6月8日に初

版が出版されました。新技術振興渡辺記

念会からの４年間の受託事業終了を機に、

NPO 法人による山頂の設営や山頂で行

われている研究をわかりやすい本として

出版したいという機運が高まり、渡辺記念

会の「530 冊を買い取る」という支援と成

山堂書店編集部・井手靖さんらの協力で

具体化したものです。 

Wikipediaに２００４年の測候所閉鎖後もNPO が庁舎施設を借用

して研究を行っていることが紹介されるなど、我々の活動への認識が

広がってきた時期で奇しくも測候所設立８０周年にあたり、タイムリー

な企画だったと思います。「原稿料なし、本は自分で買う」という条件

にも関わらず執筆してくださった著者の方々のおかげで出版すること

ができました。渡辺記念会のご厚意で配布していただいた官公庁や

大学などからの反響も大きく、9 月 18 日には再版が印刷されるとい

う、思いがけない成り行きに著者一同驚いたり喜んだりしています。 

岩坂泰信・金沢大教授（名古屋大学名誉教授）は、「新しいタイプの

研究所が造り出された」と推薦文に書いてくださいました。「既成組織

と権威に頼りがちな研究者の思考を超えたところにこの研究所はあ

る。よき研究構想と成果発表の見込みさえあれば、世界の老若男女

が富士山を利用できる道を開いたのである。」との大変有難いお言葉

をいただき、活動の渦中にいた者が意識していなかった外からの観

点、いわば「努力目標」を与えられたように感じています。 

本にも書きましたように、NPO 法人による富士山測候所の維持管

理は決して生易しいものではありません。この出版が「日本人の宝で

あり、自由対流圏にある開かれた研究施設である富士山測候所」を今

後も維持し続けてゆくために役立つことを祈っています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

（土器屋由紀子 ・ 佐々木一哉） 
 

NPOの多数の研究グループが学際的に協力 

福島原発起源の放射線調査 
富士山体を利用した福島原発起源の放射線核種の輸送に関する 

調査研究  ＊新技術振興渡辺記念会 平成24年度調査研究助成 

 

山頂における積雪断面（上）と採取された 

深さごとの積雪の試料（下）。試料は国立環

境研究所および若狭湾エネルギー研究セン

ターに送り、ゲルマニウム半導体検出器で

放射線検出を行った。この試料はｐHおよ

び水銀濃度についても検査を行なってい

る。 

助成事業-2                 一般財団法人 新技術振興渡辺記念会 

山頂で行われている研究をわかりやすく紹介 
よみがえる富士山測候所 

２００５－２０１１ 

成山堂書店から出版 
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本事業では、富士山を「越境大気汚染の監視塔（国境を越えて

運ばれてくる大気汚染を監視するタワー）」と見立て、経済発展の

著しいアジア大陸から上空（自由対流圏）を運ばれてくる酸性ガ

スや粒子状酸性物質を自動連続観測するとともに、雲の採取・分

析を早稲田大学、徳島大学、石川県立大学の共同研究として行い

ました。 

自由対流圏というのは、私達がふだん生活している空気層（「大

気境界層」といいます）の上にあるきれいな空気層でおよそ2km

から10kmの範囲です。通常、地上から放出された大気汚染物質

は大気境界層に留まっていて、なかなか上空の自由対流圏に運ば

れないのですが、雲の発生を伴うような激しい上昇気流が起こる

と、大気汚染物質も上空の自由対流圏に運ばれます。日本列島が

位置する北半球中緯度帯の自由対流圏では、偏西風と呼ばれる強

い西風が常に吹いています。偏西風は冬季に強く夏季に弱くなり

ますが、大気汚染物質がいったん自由対流圏まで上昇すると、夏

季であっても地上より速く運ばれるので、越境大気汚染をいち早

く知ることができるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私達の研究グループでは大気汚染物質の中で、特に酸性物質に

着目しています。酸性物質が地上に降り注ぐと、森林の立ち枯れ

を引き起こしたり、土壌を酸性化して有害な重金属が河川に流出

し、河川や湖沼の水棲生物が住めなくなります。河川水や湖沼は

私達の飲用水としてもとても大切です。日本国内の酸性物質排出

量は減少しているのですが、国境を越えて酸性物質が運ばれてく

れば、日本の自然環境を守ることはできません。そこで、上空の

ガス、粒子、雲の中の酸性物質を精密に分析して、大陸から酸性

物質がどのような形態（ガス・粒子）でどれくらい運ばれてくる

のか、それらが雲に取り込まれると雲水をどれくらい酸性化する

のかを明らかにすることが私達のグループの目標です。 

上空の空気はきれいなので、地上で使用されている採取装置で

は長時間にわたって空気を吸引する必要があり、これまでの観測

では時々刻々と変化する空気中のガスや粒子を追跡することがで

きませんでした。本事業では、徳島大学の竹内政樹准教授が開発

した酸性ガス・粒子の高時間分解能型自動分析装置を富士山頂と

富士山麓に設置して観測を行いました。これまでの観測では６時

間を要しましたが、この装置では約15分毎に連続観測を行うこ

とができます。現在、富士山頂と富士山麓で今夏に得られた膨大

なデータ（3000以上）を解析しているところです。上空（自由

対流圏）で酸性ガスを１ヶ月以上にわたって自動連続観測した例

は、世界的にも例がなく、今後、新たな発見が期待されます。  

  （早稲田大学創造理工学部 大河内博） 
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Fig. 1 Schematic of parallel plate wet denuder.

竹内准教授（徳島大学）が開発した分析装置 

上空で酸性ガスを連続観測 
日本の自然環境保全のための富士山頂を利用した越境酸性雨観測

事業：観測の高度化と精密化を目指して 
＊平成24年度年賀寄附金配分助成事業 

助成事業-3                日本郵便株式会社 年賀寄附金配分助成 

よみがえる富士山測候所 2005-2011 編著者および執筆者一覧 

酸性ガス高時間分解能型自動分析装置と開発者の竹内准教授（中央奥）を囲んで。   酸性ガス捕集部の模式図 

前列左から加藤准教授（首都大東京）、磯部、米山、曽田、藤田（早稲田大）の各氏 
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第６回成果報告会 
これまで夏期観測に参加した研究者が、研究成果や学問的知見などをも
とにわかりやすくお話しします。皆さまに最新の研究を知っていただくとと
もに、当会の活動を理解していただく良い機会でもあると思います。 
多数の皆さまのご来場をお待ちいたしております。 
日時：平成２５年1月２７日（日）13：00～17:30 
会場：東京大学小柴ホール（東京都文京区本郷7-3-11） 
交通：東京メトロ丸ノ内線本郷三丁目下車徒歩７分 
主催：ＮＰＯ法人富士山測候所を活用する会 
後援：一般財団法人新技術振興渡辺記念会、三井物産株式会社、日本郵

便株式会社、東京理科大学 総合研究機構山岳大気研究部門 
発表：口頭発表・ポスター発表・展示デモ 
入場無料 
     
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御殿場で富士山測候所８０年の集い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
平成２５(２０１３)年度研究計画/活用計画の公募 
標高 3776 ㍍の富士山頂にある富士山測候所は、夏の間一般の皆さま
のご利用をお待ちしております。日本一の高所という立地条件を生かして、
学術研究およびさまざまな実験、耐久試験、教育などに活用することがで
きます。奮ってご応募ください。 
応募資格：申込者はＮＰＯ法人富士山測候所を活用する会の平成２５年度
会員であることが条件になります。 
応募先：ＮＰＯ法人富士山測候所を活用する会事務局 
応募方法：下記のメールアドレスに 計画申請書（Word）および予算計算
シート（Excel)を添付してお送りください。 
E-mail：npofuji3776@yahoo.co.jp 
計画申請書および記入要領：ＨＰからダウンロードしてください。 
申込期限：平成２５年２月１日 
審査結果：ＮＰＯ内部の学術科学委員会および活用委員会のそれぞれの
審査委員で構成される審査会を経て、採否を決定いたします。審査結果
は、平成２５年３月中に各申請者に書面で通知するほか、採択された計画
についてはＨＰで公開いたします。 

 

会員募集 
ＮＰＯ法人富士山測候所を活用する会の活動は皆さまからの会費、ご寄
付によって支えられています。会では、活動趣旨にご賛同していただける
方のご入会を募集しております。 
入会をご希望される個人または団体の方は、当会のＨＰから入会申込書
をダウンロードし、必要事項を記入のうえ、事務局宛に FAX またはメール
でお送りください。 

会費区分 

 個人 団体 

正会員 1口1万円 1口2万円 

賛助会員 1口3千円 1口1万円 

ご寄付のお願い 
本会の目的に賛同してご寄付をしていただける団体または個人のかたは、
お手数でもＨＰから寄付金振込通知書をダウンロードし、指定口座までお
振込みのうえ、必要事項を記入し事務局宛に FAX またはメールでお送り
ください。 

寄付区分 

 個人 団体 

寄付金額 3千円以上 3千円以上 

 

＊認定ＮＰＯ法人の仮認定を申請中です＊ 
行政に代わる「新しい公共」の担い手としてのＮＰＯ法人への寄付や参画
を促進する目的で2012年４月１日にＮＰＯ法が改正されました。 
ＮＰＯ法人の活動理念に共感し、応援したいという市民が増えていますが、
寄付を促す税制上の仕組みとして、「認定ＮＰＯ法人制度」が設けられて
います。一定の基準を満たした「認定ＮＰＯ法人」に寄付をした場合、寄付
した人は一定の所得控除/税額控除を受けることができ、寄付を受けた認
定 NPO 法人は、法人税の軽減措置を受けられるという制度です。ＮＰＯ
法の改正では、この認定ＮＰＯ法人の要件が大幅に緩和されました。 
富士山測候所を活用する会はこれを受け、２０１２年１２月７日に所轄の東京
都に認定ＮＰＯ法人仮認定の申請手続きをしました。まだ、この後も立ち入
り調査や審査が控えており、認定までには最低でも 6 か月はかかります。
今後ともご支援のほどよろしくお願いいたします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォント協力： ★Heart To Me★(沙奈) 

イベント情報・お知らせ・お願い 

お知らせ 

 

特定非営利活動法人 

富士山測候所を活用する会 
Valid Utilization of Mt.Fuji Weather Station 

 〒102-0083東京都千代田区麹町1-6-9 DIK麹町ビル901 

TEL:03-3265-8287  FAX:03-3265-8297 

E-mail: npofuji3776@yahoo.co.jp 

編集・発行責任者 広報委員長 三浦 和彦 

 

（写真上）上田紗也子氏の講演に聞き入る旧測候所関係者たち、（写真左下）上田さんと

司会の佐藤政博監事（元測候所長）（写真右下）向かって左から芹沢早苗・富士山会会長

と立平良三・元気象庁長官 

富士山頂での通年気象観測を開始して2012年で80年となったの

を記念する集いが12月8日御殿場市で開かれ、富士山測候所での厳

しい勤務・生活を体験した職員が全国から約 70 名参加しました。無人

化され特別地域気象観測所となった観測施設の現状報告を受け、夫々

が山頂勤務時代を思い出して語らい楽しく有意義な集いでした。 

特に自動化前の 3 時間毎の気象観測通報の体験、気象レーダーが

設置され台風の砦としての実績、一般登山者の救助等で測候所が果

たしてきた役割を知り、その陰で山頂勤務や登下山中に滑落事故等で

犠牲となった職員がいることも忘れてはいけないことを再認識させら

れた集いでもありました。 

ＮＰＯ富士山測候所を活用する会からは上田紗也子氏が「エアロゾ

ルと雲」と題して講演すると共に、ＮＰＯ法人の活動、研究内容と成果を

広報し、協力を訴えました。 

その結果、参加者個人からカンパ 

や賛助会員へ加入の意思を示され 

た方もいました。 

最後に、集いの会費の残額は、 

当法人に寄付することが会の幹事 

から提案され了承されました。 

（佐藤政博） 

mailto:npofuji3776@yahoo.co.jp
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